ケヤキ並木の新緑と新一年生

ごしょごしょ通信 No.27　　2002年4月26日
今年の春は本当に気持ち悪いくらい早くて、もう新緑の季節になってしまいましたね。入学、進級の季節ですが、みなさん学校との連絡は無事終わったでしょうか。うちは上の子が今年中学3年になったので学校との連絡も増えるかもしれません。今年もまたおだやかな一年を過ごせるといいなと思います。

少し前に、ケヤキ並木が続く道を自転車に乗って信号待ちをしていたときのこと。目の前の並木をぼんやり見ていたのですが、一番手前の木はもうすっかりきれいな黄緑色の葉を茂らせているのに、その向こうのはまだ枯れ木のように葉っぱを木に閉じこめたまま。そのとなりの木はやっとほんの少し、ちょっと赤みがかった葉を出し始めたところ、と、まあどれを見てもほんとにバラバラな芽吹き方をしていました。日当たりも雨も天気も空気の質も、条件はほとんど同じはずなのに。

「同じケヤキ」といったって、それぞれに木は違う。ちゃんと準備が整い、「その」時期が来たら自然に葉っぱが出てくる。これが自然てことだなあ、とみょうに納得。そして少々の違いはあっても、一ヶ月もすれば、どれもみごとに立派な葉を茂らせているわけです。少々の遅い早いなんてことに神経をすり減らすなんてばかばかしいですねー。人間社会ももう少し自然を見習った方がええんちゃうかな、と思います。

信号が変わると、向こうからランドセルに黄色いカバーをつけた一年生たちが、先生に連れられて集団下校してきました。小学校に入る年も2～3年幅を設けて、親がそろそろいいかな、と思ったときに入学なり、勉強なり始められるようになるといいのになあと思いながら、私はまた自転車を走らせたのでした。

